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3 豊かな心の育みと文化の薫りにあふれるまちづくり

※認定こども園　教育・保育を一体的に行う施設で、幼稚園・保育所の両方の機能
をあわせ持つところ。

施　　　策

3 － 1  学校教育の充実
現状と課題

少子化や核家族化が進行し、幼児教育に対する保護者からの要望はますます多様化しています。生涯
にわたる人間形成の基礎を育む幼児期の支援への期待は高まっており、認

※

定こども園、幼稚園、保育園（所）、
小学校の連携を強化していくことが重要となっています。義務教育においては、児童生徒の「豊かな人
間性」、「確かな学力」、「健康・体力」を育成するために、学校力・教師力・家庭の教育力を向上させる
ことが重要であり、価値観の多様化によるさまざまな課題に対応するための教職員の意識改革とともに、
学力、体力を育むための指導方法の工夫や改善が求められています。平成27年5月現在、市立の小学校
は17校、児童数6,105人、中学校は11校、生徒数3,089人であり、少子化の状況にあって児童生徒数は
減少し続けています。一方で、不登校やいじめなどの諸問題が増加しており、児童生徒一人ひとりに対
する理解を深めるとともに、小・中学校及び関係機関が連携した組織的な取組を推進していくことが求
められています。

学校施設については、耐震化の早期完了が喫緊の課題であり、今後は建築後長期間経過した校舎の改
築に加え、外壁や天井部材といった非構造部材への対策を施すことにより、安全性の確保や防災機能の
強化を図る必要があります。

また、誰もが健康的で、学習しやすい環境づくりのため、学校用品・学校教材の充実を図るとともに、
老朽化した施設等の整備改善を計画的に進めることが重要となっています。

高校・高等教育においては、社会や地域の状況の変化などに対応した、特色ある高校・高等教育の充
実が求められています。

施策の基本方針
幼児教育においては、認定こども園、幼稚園、保育園（所）、小学校の交流や連携により、義務教育へ

の円滑な移行を図るとともに、就園の支援に努めるなど、幼児教育の充実を図ります。
義務教育においては、小・中学校の環境整備に努めるとともに、学校教育を生涯学習の基礎として捉え、

小・中学校が連携し、家庭や地域の力を活かしながら教育のまち「防府」にふさわしい教育の質の向上
を図ることで、「主体的に生き抜く力」と「豊かな人間性」を備えた人材の育成に努めます。

高校・高等教育においては、県と連携して、質の高い高校・高等教育を促進するとともに、高等教育
機関の拡充、誘致に努めます。

市民満足度指標

市民満足度指標 実績（平成22年） 実績（平成26年） 目標（平成32年）

「小・中学校の教育施設など、教育環境が整っている」
と思う市民の割合 55% 63% 75%

目標指標

目　標　指　標 実績（平成21年度） 実績（平成26年度） 目標（平成32年度）

不登校児童生徒の割合 1.59% 1.02% 1.00%
小・中学校施設耐震化率 43% 86% 100%
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●施策の展開  
①幼児教育の充実  ②小・中学校教育の質の向上  
③小・中学校教育の環境整備  ④高校・高等教育の充実

※コミュニティ・スクール　学校運営協議会を設置した学校。地域の公立学校の
運営に、家庭や地域の皆様の声を生かす仕組み。

※土曜授業　社会全体で子どもを育てるという「開かれた学校づくり」を一層推進し、
教育活動を充実するため、地域と連携しながら全小中学校で月1回程度、土曜日に実施
する授業のこと。

※特別支援教育　障害のある幼児児童生徒の自立や社会参加に向けた主体的な取組
を支援するという視点に立ち、幼児児童生徒一人ひとりの教育的ニーズを把握し、その
持てる力を高め、生活や学習上の困難を改善又は克服するため、適切な指導及び必要な
支援を行うもの。

※校種間連携　保育所や幼稚園と小学校、小学校と中学校、中学校と高等学校など
異なる校種間の情報交換や交流等による連携のこと。

※地産地消　地域で生産されたものを地域で消費しようとする活動を通じて、生産者
と消費者を結びつける取組。

3-1

学校教育の充実

【施策の展開】
①幼児教育の充実

認
※

定こども園、幼稚園、保育園（所）、小学校が交流や連携を深め、多様なニーズに対応した幼児教育
の充実を図ります。また、幼稚園就園奨励費等の補助金を交付し、保護者や園への支援を行います。
＜主な取組＞◆幼児教育機関との交流、連携　◆保護者や園への支援

②小・中学校教育の質の向上
心の教育の充実や学習指導体制の充実に努めるとともに、児童生徒の体力づくりを推進します。また、

特別な教育的支援を必要とする児童生徒に対する校内支援体制の確立を図ることや、不登校児童生徒の
学校復帰を促進するなど、教育ニーズに応じた組織的、計画的な教育活動を推進し、児童生徒の「豊か
な人間性（徳育）」と「確かな学力（知育）」、「健康・体力（体育）」の育成に努めます。

また、全小・中学校をコ
※

ミュニティ・スクールに指定し、保護者や地域住民が学校運営に参画する地域に
開かれた信頼される学校づくりを推進します。この中で、学校週5日制の趣旨を生かしつつ、学校・家庭・
地域が連携して、公開授業やさまざまな体験学習を行う土

※

曜授業を実施します。
さらに、富海小・中学校において小中一貫教育を推進するなど、地域の特色を生かし、学校が地域づ

くりの拠点となる取組を推進します。
＜主な取組＞◆学校の教育力の向上　◆教師の指導力の向上　◆心の教育、道徳教育の充実　◆特

※
別支援教育の充実　

◆不登校対策の充実　◆就学支援の充実　◆コミュニティ・スクールの充実　◆土曜授業の充実	
◆校
※
種間連携・小中一貫教育の推進

③小・中学校教育の環境整備
安全、安心な学校施設の整備や、地球環境に配慮した良好な教育環境の確保に努めます。また、学習

に必要な教材・教具の計画的な整備、充実を図るとともに、児童生徒の疾病予防や心の健康づくりを推
進します。学校給食においては、給食施設を改善するとともに、地

※

産地消を推進し、安全で質の高い給
食の提供に努めます。
＜主な取組＞◆学校施設の整備、充実　◆学校施設の耐震化の推進　◆教材・教具の整備、充実	

◆学校保健・学校安全の充実　◆学校給食施設の整備

④高校・高等教育の充実
少子化の進行や生徒のニーズ、地域の状況の変化等に応じて、選択幅の広い教育や活力のある教育活

動を展開するなど、県と連携して特色ある高校・高等教育を促進します。特に、工業の集積が進んでい
る本市の特性を背景として、機械科の充実を促進します。

また、高齢化の進行を背景に、医療・福祉系の専門学校など高等教育機関の拡充、誘致に努めます。
＜主な取組＞◆県立高校の整備促進　◆奨学助成の推進

関連計画
・防府市教育振興基本計画（H26年度～H32年度）〔教育総務課〕
・防府市立学校施設耐震化推進計画（H19年度～H30年度）〔教育総務課〕
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施　　　策

3 － 2  生涯学習の推進
現状と課題

近年、ライフスタイルが多様化、個性化していく中、人々の価値観は、心の豊かさを求め
るようになり、自己実現やゆとりを実感できる生活への期待が高まっています。市民一人ひ
とりが、自分らしく心豊かな一生を過ごすためには、生涯にわたって、いつでも、どこでも、
学びたいことが学べ、いきいきと活躍できる生涯学習社会の実現が求められています。この
ような変化の中で、学校・家庭・地域社会が連携し、家庭教育を支援する体制づくりや特色
ある地域づくりのための活動を推進する社会教育の役割は、ますます重要になっています。
また、大学等との連携により、人的・知的資源の有効活用を図ることが重要となっています。

公民館、文化福祉会館などの社会教育施設については、昭和47年から昭和50年代にかけて
建設されたものが多く、老朽化が進んでおり計画的かつ適切な施設の維持管理が課題となっ
ています。

防府図書館では、中心市街地に位置するルルサス防府への移転開館以来、「まちなか図書館」
として資料の充実やさまざまなサービスの展開を図り、平成19年度以降、年間約30万人の入
館者、約60万冊の貸出数を維持しています。また、平成27年3月に策定した「第2次防府市
子ども読書活動推進計画」に基づき、子どもの読書活動のための環境整備を推進するとともに、
図書館から遠距離に居住する市民などの利便性の向上に努めています。

人権学習では、全ての市民の人権が真に尊重される地域社会の実現を目指して人権教育・
人権啓発に取り組んできた結果、人権問題の解決に向けた活動の輪が広がっていますが、社
会情勢の変化等により新たな人権問題も生じており、人権問題への正しい理解と人権意識の
高揚を目指し、継続した人権学習の取組が求められています。

施策の基本方針
いつでも、どこでも、誰でも学びたいことが学べ、それが地域づくりに活かされるよう、

生涯学習機会の充実や生涯学習推進体制の整備に努めます。
また、さまざまな社会教育活動を推進し、公民館活動の充実や社会教育関係団体などへの

支援に努めるとともに、図書館、公民館などの社会教育施設の充実を図ります。
人権学習については、「市民一人ひとりの人権が尊重された心豊かなぬくもりのある地域づ

くり」の実現に向けて、市民ぐるみで積極的な推進を図ります。

市民満足度指標
市民満足度指標 実績（平成22年） 実績（平成26年） 目標（平成32年）

「生涯を通じて、いつでも、どこでも学べる環境が整っ
ている」と思う市民の割合 35% 46% 60%

目標指標
目　標　指　標 実績（平成21年度） 実績（平成26年度） 目標（平成32年度）

聞いて得するふるさと講座（出前講座）利用件数（年間） 49件 58件 90件
図書館館外個人貸出冊数（年間） 657,109冊 582,053冊 800,000冊
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●施策の展開  
①生涯学習機会の充実  ②生涯学習推進体制の整備  ③社会教育活動の充実  
④社会教育施設の充実  ⑤図書館の充実  ⑥人権学習の推進

3-2

生涯学習の推進

【施策の展開】
①生涯学習機会の充実

生涯学習フェスティバルなどの啓発活動により、生涯学習に対する関心や意識の醸成、意欲の
高揚を図るとともに、学習ニーズや学習活動に応じた多様な学習メニュー（聞いて得するふるさ
と講座など）を提供します。

また、公共の生涯学習施設をはじめ、学校や民間施設等を活用した生涯学習の場づくりを進め
るとともに、さまざまな生涯学習情報を提供します。
＜主な取組＞◆生涯学習意識の醸成　◆多様な生涯学習メニューの提供　◆生涯学習の場づくりの推進	

◆生涯学習情報の提供

②生涯学習推進体制の整備
防府市生涯学習推進協議会などの推進体制の充実を図り、関係団体とのネットワークの強化に

努めます。
また、多様な学習ニーズに応えるため、生涯学習相談体制の充実を図るとともに、生涯学習指

導者を育成するなど生涯学習指導者バンク制度の拡充を図り、その活用を促進します。
「第2次防府市生涯学習推進計画（学ぼうやプラン2）」に基づき、生涯学習の推進に努めます。

＜主な取組＞◆関係団体とのネットワーク強化　◆生涯学習相談体制の充実　◆生涯学習指導者の育成と活用促進

③社会教育活動の充実
家庭教育力の向上や地域教育力の活性化を図るため、各年齢期における学習機会の提供などさ

まざまな社会教育活動を推進するとともに、公民館における地域住民の自主的、主体的な学習活
動を支援します。

また、学校教育と社会教育の連携・融合を推進するとともに、社会教育関係団体や各種ボラン
ティア団体の活動への支援を行います。
＜主な取組＞◆社会教育活動の推進　◆公民館活動の充実　◆社会教育関係団体などの支援

④社会教育施設の充実
社会教育施設の整備や機能の充実を図るとともに、学習の場としての社会教育施設の適切な維

持管理を行います。
また、文化福祉会館については、施設の将来構想を策定し、構想に基づいた対策を進めます。

＜主な取組＞◆社会教育施設（公民館、漁村センター、文化福祉会館など）の整備、充実	
◆文化福祉会館の将来構想の策定と対策の実施
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⑤図書館の充実
図書等各種資料の質と量の両面にわたる充実及び資料・情報提供サービスの充実を図

るとともに、地域コミュニティ活動の場として、集会文化活動や広報活動を推進します。
また、図書館から遠距離にある地域に居住する市民が図書等を利用しやすいよう移動

図書館車を効果的に運行するとともに、学校図書館とのネットワーク化やボランティア
等との協働を推進し、図書館機能の強化を図ります。

さらに、「防府市図書館サービス振興基本計画」により図書館サービス全般の質的向上
を図るとともに、「第2次防府市子ども読書活動推進計画」に基づき、子どもの読書活動
の推進に努めます。
＜主な取組＞◆資料・情報提供サービスの充実　◆集会文化活動の推進　◆移動図書館車の効果的な運行	

◆学校図書館とのネットワーク・システムの構築　◆ボランティア等との協働の推進	
◆子どもの読書活動の充実

⑥人権学習の推進
地域、団体等で実施される人権学習会への積極的な支援や、さまざまな人権問題の解

決に向けた主体的な学習を支援するなど、防府市人権学習推進市民会議を中心に人権問
題の正しい理解と人権意識の高揚を図ります。
＜主な取組＞◆市民ぐるみでの積極的な推進　◆推進体制の充実　◆人権学習への支援

関連計画
・防府市教育振興基本計画（H26年度～H32年度）〔教育総務課〕
・第2次防府市生涯学習推進計画（H24年度～H33年度）〔生涯学習課〕
・第2次防府市子ども読書活動推進計画（H27年度～H31年度）〔図書館〕
・防府市図書館サービス振興基本計画（H28年度～H32年度）〔図書館〕

3 豊かな心の育みと文化の薫りにあふれるまちづくり
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3 豊かな心の育みと文化の薫りにあふれるまちづくり

※家庭の日　家族のきずなを深めるための日。山口県では毎月第3日曜日を標準とし
た「家庭の日」を定め、家庭の果たす役割の重要性を認識し、家族とふれあい、家族の
きずなを深めるための取組を進めている。

※情報モラル　情報社会で適正な活動を行うための基になる考え方と態度。

※放課後子ども教室　放課後や週末等、学校等の施設を活用して子どもたちの安全・
安心な活動拠点となる居場所を設け、地域の参画を得ながら勉強や遊びなどを実施する
ことにより、子どもたちが地域社会の中で心豊かで健やかに育まれる環境づくりを行う
もの。

施　　　策

3 － 3  青少年の健全育成
現状と課題

インターネットや携帯電話等の普及により、ネット上のいじめやインターネットを利用し
た犯罪や被害に巻き込まれる青少年が増加しています。また、万引きや自転車盗などの刑法
犯少年の増加や、深夜徘徊や喫煙などの不良行為少年として補導される青少年も依然として
多く見られます。これら複雑多様化する青少年問題は、家庭環境の変化による家庭教育力の
低下や、地域での連帯感の希薄化による地域教育力の低下が大きな要因となっています。

このような状況の中で、青少年の健全な育成を図るためには、家庭・学校・地域・行政が
連携を強化し、青少年の育成活動や非行・問題行動の防止活動、環境浄化活動などを総合的
に推進していくことが求められています。

特に、家庭教育力の向上は喫緊の課題であり、防府市青少年育成市民会議が推進する「家
※

庭の日」運動を受けて、家庭の大切さを再認識するための啓発活動を行うとともに、関係機
関や団体と連携し、青少年や保護者からの相談に適切に対応していくことが重要です。また、
青少年の心身ともに健全な成長を促すための支援が必要となっています。

中でも、新たな社会問題となっている小中学生の「情
※

報モラル」について、家庭・学校・
地域・行政・関係機関が連携した取組が求められています。

施策の基本方針
関係機関・団体との連携を図り、家庭教育に関する学習機会や相談機能を充実させるなど、

家庭教育機能の強化を図るとともに、地域における青少年の非行・問題行動の防止活動や環
境浄化活動などの青少年育成活動を推進します。

また、家庭・学校・地域・行政が連携し、青少年や青少年団体の活動を支援していくことで、
思いやりや創造性豊かな青少年の育成を図ります。

市民満足度指標

市民満足度指標 実績（平成22年） 実績（平成26年） 目標（平成32年）

「青少年の健全育成や非行防止活動などが十分行われて
いる」と思う市民の割合 22% 32% 45%

目標指標

目　標　指　標 実績（平成21年度） 実績（平成26年度） 目標（平成32年度）

街頭巡視活動参加者数（年間） 2,199人 2,095人 2,700人

放
※

課後子ども教室開設箇所数（延べ数） 4か所 10か所 15か所
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●施策の展開  ①家庭教育機能の強化  ②地域活動の促進  ③青少年活動の推進

3-3

青少年の健全育成

【施策の展開】
①家庭教育機能の強化

関係機関・団体と連携し、青少年や保護者からの相談機能の充実や家庭教育に関する学習機会
の充実を図り、家庭教育力の向上に努めます。

近年、新たな社会問題となっている小中学生の「情
※

報モラル」については、家庭・学校・地域・
行政・関係機関との連携による取組を推進します。

また、「家庭」の大切さを啓発するため、防府市青少年育成市民会議と連携し、「家
※

庭の日」運
動を推進します。
＜主な取組＞◆家庭教育に関する学習機会の充実　◆相談機能の充実　◆情報モラル教育の推進	

◆「家庭の日」運動の推進

②地域活動の促進
ボランティア活動などの社会参加活動を促進し、自然体験や生活体験など幅広い学習機会の提

供を推進します。
また、青少年の非行・問題行動の防止活動の強化や社会環境の浄化を図るため、関係機関・団

体と連携し、防犯・巡視活動を推進します。
＜主な取組＞◆青少年育成活動の推進　◆防犯・巡視活動の推進

③青少年活動の推進
青少年の自主性や社会性を培うため、青少年団体が実施する事業への助成やさまざまな活動へ

の支援を行います。
また、放課後や週末等における子どもたちの安全な居場所の確保と、地域の参画を得た幅広い

体験学習等を行うため、放
※

課後子ども教室の充実に努めます。
＜主な取組＞◆青少年団体の活動支援　◆放課後子ども教室の充実

関連計画
・防府市教育振興基本計画（H26年度～H32年度）〔教育総務課〕
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※総合型地域スポーツクラブ　地域の学校や公共施設などを拠点に、地域住民が
主体的に運営するクラブで、子どもから高齢者まで多世代にわたり、それぞれの好みに
応じた複数の種目を気軽に楽しむことができる総合的なスポーツクラブ。

施　　　策

3 － 4  スポーツの振興
現状と課題

健康でゆとりと生きがいに満ちた市民生活を送るために、スポーツ・レクリエーション活
動の果たす役割は極めて大きく、本市では、これまでも、防府読売マラソン大会、市民体育祭、
市内一周駅伝競走大会など、各種スポーツ･レクリエーション大会を実施することにより、ス
ポーツを身近に感じる場を提供してきました。

また、スポーツ施設や公民館などでは、スポーツ大会やスポーツ教室の開催、出前スポー
ツ講座、健康指導などの実施により、市民は多種多様なスポーツに親しんできました。

スポーツは、実践することで「楽しさ」や「達成感」をもたらすだけでなく、一緒にスポー
ツをすることやスポーツ活動を支えることで「仲間意識」や「連帯感」が醸成されます。こ
れからのスポーツ振興は、このスポーツの効果を十分活用し、競技スポーツの振興や健康づ
くりといった従来の目的に加えて、スポーツを媒体とした絆づくりが重要となります。

スポーツ施設については、総合的拠点施設として設置した防府市スポーツセンター体育館「ソ
ルトアリーナ防府」を中心に、各施設において個人利用から大規模大会まで幅広く活用され
ており、また、指定管理者によるスポーツ教室やイベントにおいても、多くの市民に施設が
利用されています。今後、さらなる生涯スポーツ活動への積極的支援や、スポーツを通した
住民活動の交流促進など、市民がスポーツと多様に関わることのできる機会を提供していく
必要があります。

また、利用者の安全確保のため、施設の維持管理を適切に行うとともに、今後のスポーツニー
ズに対応していくために、スポーツ施設を計画的に整備していくことが求められています。

施策の基本方針
スポーツの振興、健康づくり、絆づくりのため、幅広い世代がスポーツと多様に関わるこ

とのできる機会を提供するとともに、市民が主体となった新たな生涯スポーツの仕組みづく
りやスポーツボランティアの育成を進めます。また、スポーツ施設の計画的な整備、拡充と
効率的な活用を図ります。

市民満足度指標

市民満足度指標 実績（平成22年） 実績（平成26年） 目標（平成32年）

「生涯にわたりスポーツに親しめる環境が整っている」
と思う市民の割合 37% 49% 60%

目標指標

目　標　指　標 実績（平成21年度） 実績（平成26年度） 目標（平成32年度）

スポーツ施設利用者数（年間） 254,000人 492,228人 600,000人

総
※

合型地域スポーツクラブ設置数（延べ数） — 1団体 3団体
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●施策の展開  
①スポーツ活動の推進  ②スポーツ団体の支援・育成  
③スポーツ施設の充実

※ニュースポーツ　1980年代から新しく考案・紹介されたスポーツ群。レクリエー
ションの一環として楽しめるようにアレンジされているため、難しいルールや高度な運
動能力は必要なく、子どもから高齢者までだれでも気軽に楽しめるスポーツ。

3-4

スポーツの振興

【施策の展開】
①スポーツ活動の推進

生涯にわたり、それぞれの目的、健康、体力、年齢に応じたスポーツ活動に親しむ機会を提供
するため、防府市スポーツセンター体育館「ソルトアリーナ防府」を総合的拠点として、スポー
ツイベントの開催や各種大会の誘致を進めます。また、ニ

※

ュースポーツを取り入れた生涯スポー
ツの促進や健康づくりメニューの提供に努めます。

平成26年3月に策定した「防府市スポーツ推進計画」の実現に向けて「する」・「観る」・「支える」
といった視点から体系的にスポーツを推進します。
＜主な取組＞◆スポーツに親しむ機会の提供　◆生涯スポーツの促進　◆健康づくりメニューの提供

②スポーツ団体の支援・育成
防府市体育協会や各競技団体の組織の充実を図るとともに、地域住民の交流を促進しコミュニ

ケーションを深めるために総
※

合型地域スポーツクラブ等のスポーツ団体の育成を図ります。
また、山口国体を契機として地域に密着した指導者や専門的技術を有する指導者の確保にさら

に努めるとともに、ボランティアやボランティアリーダーの育成に努めます。
＜主な取組＞◆団体組織の育成、充実　◆地域における指導者等の確保　◆スポーツボランティアの育成

③スポーツ施設の充実
多様化するスポーツニーズに的確に対応するため、スポーツ施設の整備、拡充を図るとともに

学校施設の開放を進めます。
また、スポーツ施設におけるサービスの向上と効率的な管理運営に努めます。

＜主な取組＞◆スポーツ施設の整備、拡充　◆スポーツ施設管理の充実　◆学校施設の開放

関連計画
・防府市スポーツ推進計画（H26年度～H32年度）〔文化・スポーツ課〕

ソルトアリーナ防府
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施　　　策

3 － 5  文化・芸術の振興
現状と課題

人々が心豊かで生きがいのある生活を営むうえで、文化・芸術活動の果たす役割は極めて
大きく、近年、市民の文化的ニーズは増大し、かつ、多様化、高度化してきています。

こうした中、本市では、防府市文化振興財団、防府市文化協会との連携を図りながら、文化・
芸術活動の推進や、文化・芸術団体の支援、育成に努めてきました。

今後は、文化・芸術の振興を図るため、文化芸術振興施策のあり方を検討するとともに、
郷土ゆかりの著名な文化人を広く顕彰し、積極的に全国に発信していくことが課題となって
います。さらに、文化・芸術の鑑賞・発表・育成の拠点である文化施設については、利用促
進のために、既存の施設を適切に維持管理し、設備・備品の更新を進めていくことが求めら
れています。特に、昭和35年に竣工した防府市公会堂については、施設の老朽化が進んでおり、
その対策が課題となっています。

また、諸外国との幅広い交流は、本市の文化の発展に大きな役割を果たしており、国際化
時代に対応した人づくりやまちづくりは、今後ますます重要となっています。姉妹都市との
友好交流を推進するとともに、国際交流団体が行う多彩な国際交流活動の支援や、諸外国の
文化と共生していくことが必要となっています。

施策の基本方針
防府市文化振興財団、防府市文化協会との連携を図りながら、文化・芸術活動の推進や、

文化・芸術団体の支援・育成を行うとともに、郷土ゆかりの著名な文化人の顕彰に努めます。
さらには、文化・芸術活動の拠点である文化施設を適切に維持管理し、一層の利用促進を図
ります。

また、諸外国の異なる文化に対する理解を深めるとともに、国際交流の活発化を図り、国
際性豊かな人づくりや多文化共生社会の実現に努めます。

市民満足度指標

市民満足度指標 実績（平成22年） 実績（平成26年） 目標（平成32年）

「文化・芸術活動が活発に行われている」と思う市民の
割合 31% 44% 55%

「国際交流が進み外国（人）への理解が深まっている」と
思う市民の割合 13% 25% 35%

目標指標

目　標　指　標 実績（平成21年度） 実績（平成26年度） 目標（平成32年度）

文化施設利用者数（年間） 189,000人 266,329人 320,000人
国際交流事業参加者数（年間） 529人 638人 1,000人
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●施策の展開  
①文化・芸術活動の推進  ②文化・芸術団体の支援・育成  
③文化施設の充実  ④国際交流の推進

3-5

文化・芸術の振興

【施策の展開】
①文化・芸術活動の推進

多様な文化・芸術活動へのニーズに応えるため、防府市文化振興財団と連携し、文化・芸術に
親しみ、参加、活動できる機会の提供に努めるとともに、特色ある文化・芸術活動を推進します。
＜主な取組＞◆文化振興財団との連携　◆文化・芸術活動機会の提供

②文化・芸術団体の支援・育成
市民の創造的な活動を活発にするため、防府市文化協会と連携し、文化・芸術団体の支援・育

成に努めるとともに、各団体間の連携、交流を促進します。
また、市民文化祭など文化・芸術団体の活動の成果を発表する場の提供に努めます。

＜主な取組＞◆文化協会との連携　◆各団体間の連携、交流の促進　◆各団体の発表の場の提供

③文化施設の充実
文化施設の利用を促進するため、施設の適正な維持管理を行うとともに、設備・備品の更新を

進めます。また、防府市公会堂については、施設の将来構想を策定し、構想に基づいた対策を進
めます。

郷土ゆかりの著名な文化人を顕彰し、その業績を全国に発信していく施設を整備します。
＜主な取組＞◆文化施設（公会堂、アスピラート、ソラールなど）の整備、充実	

◆公会堂の将来構想の策定と対策の実施　◆山頭火ふるさと館の整備

④国際交流の推進
姉妹都市との友好交流事業を推進し、国際交流の担い手となる人材の育成に努めるとともに、

市民と市内在住外国人との交流事業を推進し、国際交流活動の活性化を図ります。
また、各種国際交流団体への支援や外国人にとっても住みやすいまちになるよう情報提供を充

実させるなど、国際化推進体制の充実に努めます。
＜主な取組＞◆姉妹都市との交流の推進　◆多彩な国際交流活動の推進　◆国際化推進体制の充実

「山頭火ふるさと館」外観イメージ
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※周防国府跡　7世紀の半ばから後半に朝廷が置いた地方の役所のうち、周防国府は、
鎌倉時代以降、東大寺の所管となって近世まで存続した。全国の国府跡の中では、最も
早く国の史跡に指定され、発掘調査も進められている。

※下右田遺跡　佐波川と右田ケ岳・西目山の間にある平野に広がる遺跡のこと。中
世や弥生時代の住居跡があり、弥生時代から長い年月にわたり人々の生活の場の中心だっ
たことがわかる。

※史跡萩往還関連施設三田尻御茶屋　承応3年（1654年）に、萩藩2代藩主　毛
利綱広によって建設された藩の公館で、県内に遺る御茶屋として唯一、区画明瞭である。

施　　　策

3 － 6  文化財の保護・継承
現状と課題

本市は、周防国の国府や国分寺が置かれるなど、歴史のさまざまな場面で重要な役割を果
たしており、多くの歴史的遺産に恵まれています。平成27年4月現在における国・県・市の
指定文化財は、国宝を含む153件で、これら以外にも多数の未指定文化財が現存しており、継
続的に調査を行い、その保存・活用に努めています。

周
※

防国府跡、下
※

右田遺跡等の埋蔵文化財については、遺跡の全容を解明するために、開発
との調整を図りながら、計画的に発掘調査を続けていますが、特に周防国府跡の中心である
政庁域の遺構を確認し、史跡公園の再整備を図ることが今後の重要な課題です。また、船所・
浜ノ宮地区については、地下遺構の保存と史跡の有効活用を視野に入れ、遺跡の重要性から
今後も公有地化を進めていくことが必要となっています。

史
※

跡萩往還関連施設三田尻御茶屋については、現在修理事業が終了し公開していますが、
引き続き庭園を含めた周辺整備を行っていく必要があります。

平成20年4月には防府市文化財郷土資料館が開館し、文化財の保存・展示、体験学習など
を行っています。市内各地域に点在する文化財の有効活用を図り、市内のさまざまな未指定
文化財の調査、資料館収蔵資料の整理作業を進めることにより、文化財情報の提供をより一
層進めることが求められています。

施策の基本方針
文化財保護意識の高揚と普及を通じて郷土の歴史や文化に対する理解を深めるとともに、

市民共有の財産である文化財の調査や保存・活用に努め、後世に伝えます。市内各地域の文
化財を総合的に把握し、市民生活やまちづくりに有効に活用するとともに、文化財情報の発
信に努めます。

市民満足度指標

市民満足度指標 実績（平成22年） 実績（平成26年） 目標（平成32年）

「郷土の文化財が大切に保存・継承・活用されている」
と思う市民の割合 48% 56% 70%

目標指標

目　標　指　標 実績（平成21年度） 実績（平成26年度） 目標（平成32年度）

市指定文化財件数（延べ数） 58件 64件 68件
史跡周防国衙跡の公有地化率 83% 91% 96%
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●施策の展開  ①文化財の調査  ②文化財の保存・整備  ③文化財の活用

3-6

文化財の保護・継承

【施策の展開】
①文化財の調査

埋蔵文化財の発掘調査を計画的に継続し、周
※

防国府跡の政庁域をはじめとする遺跡の解明に努
めます。未指定文化財については、社寺を中心として悉皆調査を行います。また、近代化遺産な
ど市内の文化財を総合的に把握します。
＜主な取組＞◆埋蔵文化財の調査　◆未指定文化財の調査　◆重要な文化財の指定・登録

②文化財の保存・整備
指定文化財について、公開、普及、防災に係る適切な管理を行うとともに、傷んだ文化財の修

理・修復を行い後世に継承します。
発掘調査の成果をもとに史跡指定地の公有地化を進め、復元的な整備を視野に入れた整備計画

を策定します。また、三田尻御茶屋の庭園を含めた周辺整備を行うとともに、宮市本陣兄部家を
はじめとした文化財の復元・整備に向けた取組を進めます。
＜主な取組＞◆文化財の修理・修復　◆史跡周防国衙跡の公有地化の推進　◆三田尻御茶屋の庭園及び周辺整備　	

◆文化財の復元・整備

③文化財の活用
防府市文化財郷土資料館を活用した文化財情報の提供や、インターネット等を活用した文化財

情報の発信に努めるとともに、文化財愛護団体及び郷土史研究団体に対して、文化財資料の提供
等の支援を行います。

また、三田尻御茶屋などの文化財の活用を図ります。
地域の文化財をその周辺環境まで含めて総合的に保存・活用するため、「防府市歴史文化基本

構想」を策定し、歴史や文化財を活かした地域づくりや観光資源としての活用を推進します。
＜主な取組＞◆文化財情報の発信　◆文化財関係団体への支援　◆文化財郷土資料館の充実　◆三田尻御茶屋の活用　	

◆防府市歴史文化基本構想の策定

関連計画
・防府市教育振興基本計画（H26年度～H32年度）〔教育総務課〕
・史跡周防国衙跡保存管理計画（期間なし）〔文化財課〕
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大綱3 豊かな心の育みと文化の薫りにあふれるまちづくり
リーディング事業【16 ～ 22】

施策3－1　（1）学校教育の充実
リーディング事業16 地域とともにある学校づくりの推進
【ポイント】

小・中学校9年間を通して子どもの豊かな心とたくましい身体を育むため、多くの地域人
材の参画を図り、地域総がかりによる学校支援体制を構築します。

取組項目 工程表
28年度 29年度 30年度 31年度 32年度

① コ
※

ミュニティ・スクールの機能充実
C
※
Sコンダクター配置に
よるモデル校区の運営 市独自のCSコンダクターの配置

学校運営協議会の活性化（熟議・企画立案・人材育成）

② 校
※

種間連携・小中一貫教育の推進 各中学校区における小・中連携活動の充実

③ 学校、家庭、地域の協働による土
※

曜授業
の充実 土曜授業の実施と検証 学校・家庭・地域の協働による土曜

授業の企画運営の充実

④ 地域の豊かな教育資源を活かした菅
※

公み
らい塾の充実 補助事業の効果的活用 まちづくり、市

※
民活動と連携した

取組の拡充

施策3－1　（2）学校教育の充実
リーディング事業17 次代を拓く児童生徒の「学ぶ力」の育成
【ポイント】

次代をたくましく生き抜く児童生徒を育てるため、主体的・協働的な学びへの授業改善を
図り、I

※

CTの利用促進など、あらゆる機会を利用して「学ぶ力」の育成を図ります。

取組項目 工程表
28年度 29年度 30年度 31年度 32年度

① 児童生徒の学力についての評価と分析・
授業改善 年3回の学力評価システムの充実・定期的な学校訪問

② 生徒指導・教育相談体制の充実 ス
※
クールカウンセラー及びス

※
クールソーシャルワーカーの配置に

よる支援体制の充実・学校、家庭、関係機関との連携促進

③ 特
※

別支援教育推進員の配置 特別支援教育推進員による巡回指導・教育相談機会の充実

④ ICT機器等を利用した主体的・協働的な学
びの支援

ICT機器の整備・更新 ICT機器の整備・更新
大学との共同研究によ
るICTの利用促進

研究成果の普及と児童生徒の主体的・
協働的な学びへの利用促進

※コミュニティ・スクール　学校運営協議会を設置した学校。地域の公立学校の
運営に、家庭や地域の皆様の声を生かす仕組み。

※CSコンダクター　県内のコミュニティ・スクールの充実を目的に、モデル中学
校区における学校運営協議会の小・中合同開催や各学校運営協議会の指導・支援を行う
県内13市に配置された専門指導員。

※校種間連携　保育所や幼稚園と小学校、小学校と中学校、中学校と高等学校など
異なる校種間の情報交換や交流等による連携のこと。

※土曜授業　社会全体で子どもを育てるという「開かれた学校づくり」を一層推進し、
教育活動を充実するため、地域と連携しながら全小中学校で月1回程度、土曜日に実施
する授業のこと。

※菅公みらい塾　次世代の防府市のリーダー養成のために、防府市教育委員会が市
内の児童生徒を募って実施する土曜日の教育活動。防府市の人材や企業・文化財等の豊
かな社会資源を活かして体験的な講座を開設している。

※市民活動　営利を目的としない市民等の自主的、主体的な社会参加活動で、不特定
多数の利益の増進及び地域社会の発展に寄与することを目的とする活動。
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施策3－2　生涯学習の推進
リーディング事業18 人生を豊かにする学びの場の充実
【ポイント】

地域での生涯学習力を高める環境を充実させるために、人材の養成や発掘及び学習コーディ
ネーターの育成を進めるとともに、市内小・中学校と市立図書館のネットワーク構築による
学習環境の整備を図ります。

取組項目 工程表
28年度 29年度 30年度 31年度 32年度

① 地域での生涯学習の推進 人材の養成及び発掘と学習コーディネーターの育成

② 図書館機能の強化 （仮称）図書館管理室の設置

③ 市立図書館と学校図書館のネットワーク
構築 検索システム統合 相互貸借システムの構築と運用

施策3－3　青少年の健全育成
リーディング事業19 青少年を健やかに育む環境整備の推進
【ポイント】

未来を担う子どもや青少年の健全な育成を図るため、関係機関と連携した総合相談体制の
充実や放課後及び週末の居場所づくりを拡充するとともに、青少年のインターネット等に関
する被害を防止するための対策を推進します。

取組項目 工程表
28年度 29年度 30年度 31年度 32年度

① 子ども・青少年の総合相談体制の充実 相談窓口等
連携機関調査 総合相談体制の協議及び検討

② 青
※

少年週末地域体験活動の充実 活動支援制度の再構築による実施地域の拡充

③ 「放
※

課後子ども教室」と「留守家庭児童学級」
の一体的な実施及びプログラムの開発 調整・一体的な実施及びプログラムの開発

④ 情
※

報モラル教育の推進 IT被害防止対策の実施、家庭教育の推奨（保護者を対象とした研修
会の実施など）

※ICT Information and Communications Technologyの略。コンピューターや情報通信
ネットワークなど情報通信技術のこと。

※スクールカウンセラー　いじめや暴力行為などの児童生徒の問題行動や不登校
などに適切に対応するため、児童生徒の臨床心理に関して高度の専門的な知識や経験を
もとに支援する専門家。

※スクールソーシャルワーカー　いじめ、暴力行為、長期欠席、児童虐待等の
生徒指導上の諸課題に対応するため、社会福祉士等の専門的な知識・技術を用いて、児
童生徒の置かれたさまざまな環境に働き掛けて支援を行う専門家。

※特別支援教育　障害のある幼児児童生徒の自立や社会参加に向けた主体的な取組
を支援するという視点に立ち、幼児児童生徒一人ひとりの教育的ニーズを把握し、その

持てる力を高め、生活や学習上の困難を改善又は克服するため、適切な指導及び必要な
支援を行うもの。

※青少年週末地域体験活動　週末及び長期休業中に子どもの健全育成を図るため、
地域の団体が行う子どもの体験活動。

※放課後子ども教室　放課後や週末等、学校等の施設を活用して子どもたちの安全・
安心な活動拠点となる居場所を設け、地域の参画を得ながら勉強や遊びなどを実施するこ
とにより、子どもたちが地域社会の中で心豊かで健やかに育まれる環境づくりを行うもの。

※情報モラル　情報社会で適正な活動を行うための基になる考え方と態度。

リーディング事業
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大綱3 豊かな心の育みと文化の薫りにあふれるまちづくり
リーディング事業【16 ～ 22】

施策3－4　スポーツの振興
リーディング事業20 「する」・「観る」・「支える」スポーツの充実
【ポイント】

人と人、地域と地域の交流を促進し、誰もがスポーツに親しめるよう、「する」・「観る」・「支
える」スポーツの充実に向けた取組を進めます。

取組項目 工程表
28年度 29年度 30年度 31年度 32年度

① 「する」スポーツの推進
体育協会・競技団体との連携強化、報奨金交付等による競技支援

スポーツ教室・イベントの開催、ニ
※
ュースポーツの普及

② 「観る」スポーツの推進 大会の誘致、スポーツ情報の発信

③ 「支える」スポーツの推進
競技団体やスポーツ少年団の育成・支援
スポーツボランティアの育成・活用

④ スポーツ施設の充実 サッカーグラウンドの建設・運営

施策3－5　文化・芸術の振興
リーディング事業21 文化・芸術に親しむ環境づくり
【ポイント】

文化・芸術団体の育成やその活動を支援し、文化・芸術に触れる機会の充実による文化芸
術活動の活性化とともに、山頭火を顕彰する施設を整備し、全国へ山頭火のふるさと防府を
情報発信していくなど文化・芸術に親しむ環境づくりを進めます。

取組項目 工程表
28年度 29年度 30年度 31年度 32年度

① 文化・芸術に触れる機会の充実
文化振興財団との連携によるイベントの開催
文化・芸術団体の育成・支援
文化協会と連携した文化・芸術団体による市民文化祭の開催

② 山頭火ふるさと館の整備 建設工事 準備・開館・運営

※ニュースポーツ　1980年代から新しく考案・紹介されたスポーツ群。レクリエー
ションの一環として楽しめるようにアレンジされているため、難しいルールや高度な運
動能力は必要なく、子どもから高齢者までだれでも気軽に楽しめるスポーツ。
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施策3－6　文化財の保護・継承
リーディング事業22 文化財の総合的把握の推進による地域づくりへの活用
【ポイント】

市内の文化財を指定・未指定にかかわらず幅広く捉え、文化財をその周辺環境まで含めて
総合的に保存・活用するための計画等を策定し、これに基づき文化財の保護及び保存並びに
活用に努めます。

取組項目 工程表
28年度 29年度 30年度 31年度 32年度

① 文化財の総合的調査の実施 各地区における文化財
の調査

② 文化財の活用
歴史文化基本構想の
策定 文化財活用計画の策定

文化財の復元・整備






